
※１ 上記の申請書は京都市消防局のホームページからダウンロードできます。

※２ 申請内容等により、上記以外の添付書類が必要になることがあります。

※３ 上記のほか，建築基準法等、消防法以外の法令に基づく手続きが必要となる場合がありますので、御

注意ください。

○危険物施設を設置するとき

○危険物施設の位置・構造・設備を変

更するとき

○危険物施設の区分を変更するとき

○危険物の品名・数量を変更するとき

設置・変更工事を行うには，

事前に京都市長の許可が必

要となります。

危険物製造所等設置（変更）許可申請に必要な書類（編冊順）

…ｅｔｃ

申請に係る事前相談は、京都市消防局予防部指導課危険物担

当までお願いします。

ただし、申請場所については、危険物施設を設置（変更）す

る場所の行政区を管轄する消防署又は京都市消防局予防部指

導課危険物担当までお願いします。

消防署 電話番号 消防署 電話番号 

北消防署 ４９１－４１４８ 下京消防署 ３６１－４４１１ 

上京消防署 ４３１－１３７１ 南消防署 ６８１－０７１１ 

左京消防署 ７２３－０１１９ 右京消防署 ８７１－０１１９ 

中京消防署 ８４１－６３３３ 西京消防署 ３９２－６０７１ 

東山消防署 ５４１－０１９１ 伏見消防署 ６４１－５３５５ 

山科消防署 ５９２－９７５５ 消防局予防部指導課 ２１２－６６８７ 

 
受付時間：土・日・祝日を除く平日午前９時から同１１時３０分、午後１時から同５時まで（正午から午後１時を除く。）

※ 午後は、検査等により不在となることがあるため、事前にお電話くださいますようお願いします。

危険物製造所等設置・変更許可

申請の手続きについて

 

危険物製造所等設置（変更）許可申請書 

貯蔵又は取扱う危険物の品名、数量及び倍数が分かる資料・危険物判定資料 

構造設備明細書 

製造所等を含む事業所内の主要な建築物その他工作物の配置図 

製造所等の周囲の状況 

製造所等を構成する建築物その他工作物及び機械器具その他の設備の配置 

製造所等で危険物を貯蔵し、又は取り扱う建築物その他の工作物及び機械器具その他の設備の構造 

製造所等に設ける電気設備、避雷設備並びに消火設備、警報設備及び避難設備の概要 

緊急時対策に係る機械器具その他の設備を設ける製造所等にあっては、当該設備の概要 



事前相談から使用開始までのながれ（例）

危険物施設を設置（変更）しようとするときには、事前に申請を行い、京都市長の許可を受けることが必

要です。設置（変更）工事が終了し、完成検査済証を受領後に使用することができます。

下記のフロー図を参考に、事前相談を行ってください。

□ 設置場所を管轄する消防署又は消防局予防部指導課に申

請してください。

□ 危険物等設置（変更）許可申請書は添付書類を含め正副

２部必要です。

□ 申請に手数料が必要です。

（消防局予防部指導課に申請する場合は、納入通知書によ

る振り込み手続きが必要です。）

→手数料は危険物関係手数料早見表を参照してください。

□ 地下タンクの据付など中間検査が必要となる場合もあり

ます。

日程や検査方法は事前相談を行った消防局又は消防署の

担当者と事前に調整してください。

□ 工事完了後、完成検査申請書（正副２部必要）を設置場

所を管轄する消防署又は消防局予防部指導課に手数料と併

せて申請してください。

□ 設置（変更）する危険物施設の概要がわかる資料（建築

物，危険物の種類・量など）、平面図等の資料を持参して

ください。

１ 事前相談

2 設置（変更）許可申請

４ 許可（許可書の交付）

５ 工事開始

□ 申請された書類が、消防法令で定める基準に適合してい

るか書類審査を行います。

（標準処理期間は土、日、祝日及び年末年始の休日並びに

書類訂正期間を除く、設置許可申請：２１日間、変更許可

申請：１４日間）

□ 必要に応じて書類の訂正、追加等を求めることがありま

す。

６ 完成検査 □ 許可された内容のとおりに施工できているか完成検査を

実施します。

※完成検査を実施後、すぐに使用することはできません。

７ 完成検査済証の交付 □ 完成検査済証を受領後に、危険物施設を使用することが

できます。

３ 許可の審査

□ 審査の結果、適合していれば京都市長から許可書が交付

されます。

□ 許可書を受領後に設置（変更）工事に着手することがで


